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30,000季号

夏
号

　

浦
安
市
民
が
待
ち
望
ん
で

い
た
浦
安
三
社
例
大
祭
が
６

月
１４
～
１６
日
、
開
催
さ
れ
た
。

例
大
祭
は
通
常
４
年
に
一
度

だ
が
、
前
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で

執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

８
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

浦
安
っ
子
が
元
気
に
神
輿
を

担
ぎ
、
心
意
気
を
示
し
た
。

　

◇
宵
宮
（
よ
い
み
や
）

　

１４
日
、
清
瀧
神
社
、
豊
受

神
社
、
稲
荷
神
社
で
宵
宮
が

行
わ
れ
た
。

　

夕
刻
。
神
社
の
の
ぼ
り
旗

が
風
に
揺
れ
る
。
粋
な
装
束

の
若
い
女
性
が
い
っ
た
。

　
「
い
よ
い
よ
、
祭
り
が
始

ま
る
ね
」

　

豊
受
神
社
に
神
輿
を
担
い

だ
氏
子
た
ち
が
続
々
と
集
ま

っ
て
く
る
。
広
い
境
内
が
埋

め
尽
く
さ
れ
、熱
気
が
高
ま
る
。

　

境
内
の
照
明
が
一
斉
に
消

さ
れ
た
。

　
「
お
ー
」

　

ど
よ
め
き
が
沸
き
起
こ

る
。
暗
闇
の
中
、
御
霊
入
れ

の
神
事
が
行
わ
れ
た
。
厳
粛

な
雰
囲
気
が
漂
う
。
し
ば
ら

く
し
て
灯
り
が
つ
く
。
神
々

が
目
覚
め
、
鼓
舞
す
る
か
の

よ
う
だ
。

　

―
さ
あ
、
ゆ
こ
う
。

　

神
輿
が
境
内
を
出
発
す
る
。

沿
道
に
ず
ら
り
と
飾
ら
れ
た

提
灯
が
美
し
い
。

　
「
マ
エ
ダ　

マ
エ
ダ
」

　
「
マ
エ
ダ　

マ
エ
ダ
」

　

浦
安
独
特
の
掛
け
声
が
響

き
渡
る
。

　

◇
神
輿
渡
御
（
と
ぎ
ょ
）

　

青
空
が
広
が
る
。
当
代
島

の
稲
荷
神
社
の
神
輿
が
出
発

す
る
。

　

氏
子
総
代
長
、
尾
頭
博
行

さ
ん
は
「
天
気
を
心
配
し
て

い
た
が
、
見
事
に
晴
れ
た
。

最
高
で
す
」と
笑
顔
で
語
る
。

　

浦
安
独
特
の
地
す
り
が
始

ま
っ
た
。
担
ぎ
手
が
心
を
ひ

と
つ
に
合
わ
せ
る
。
腰
を
か

が
め
、
神
輿
を
地
面
す
れ
す

れ
ま
で
降
ろ
す
。
ゆ
っ
く
り

回
す
。

　

清
瀧
神
社
の
神
輿
は
堀
江

の
住
宅
街
を
進
む
。
神
輿
が

止
ま
っ
た
。
神
輿
を
高
々
と

差
し
上
げ
る
。
最
後
に
神
輿

を
宙
に
放
り
上
げ
る
。
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　
　

◇
祭
り
の
熱
気

　

豊
受
神
社
の
神
輿
が
境
川

沿
い
を
進
む
。
西
水
門
の
近

く
で
担
ぎ
手
が
女
性
に
代
わ

る
。
元
気
い
っ
ぱ
い
。
見
事

な
担
ぎ
っ
ぷ
り
だ
。

　

船
宿
の
吉
野
屋
前
で
休

憩
。
冷
た
い
飲
み
物
や
お
に

ぎ
り
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

　

さ
あ
、
神
輿
が
浦
安
橋
高

架
下
に
迫
っ
て
く
る
。
こ
こ

は
道
幅
が
広
く
、
掛
け
声
が

反
響
す
る
。見
応
え
が
あ
り
、

多
く
の
市
民
が
待
ち
構
え
て

い
た
。神
輿
が
入
っ
て
き
た
。

い
っ
た
ん
、
停
止
す
る
。
指

揮
の
男
性
が
叫
ぶ
。

　
「
東
組
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
」

　

神
輿
を
地
面
す
れ
す
れ
に

降
ろ
す
。
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ

く
り
回
す
。物
凄
い
熱
気
だ
。

大
観
衆
は
拍
手
。拍
手
。拍
手
。

　

鮮
魚
店
経
営
の
森
田
釣
竿

さ
ん
は
「
８
年
間
の
空
白
を

感
じ
さ
せ
な
い
。祭
り
っ
て
、

い
い
な
あ
。
浦
安
の
原
点
で

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
　
　

◇
宮
入
り

　

１６
日
夕
刻
。

　

祭
り
は
い
よ
い
よ
最
終
盤

に
入
る
。
内
田
悦
嗣
市
長
と

大
川
三
敏
消
防
団
長
が
神
輿

を
担
い
だ
。

　
「
マ
エ
ダ　

マ
エ
ダ
」

　
「
マ
エ
ダ　

マ
エ
ダ
」

　

夕
陽
を
浴
び
て
神
輿
が
輝

く
。
清
瀧
神
社
前
で
神
輿
が

宙
に
舞
っ
た
。
歓
声
が
沸
き

起
こ
る
。
４
年
後
の
祭
り
成

功
を
願
っ
て
３
日
間
の
祭
り

は
幕
を
閉
じ
た
。

　

黒
川
彰
吾
宮
司
は
「
み
ん

な
の
お
か
げ
で
盛
り
上
が
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
も
８
年
ぶ

り
の
祭
り
を
体
験
で
き
た
。

次
の
世
代
に
浦
安
の
伝
統
を

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。　
　
（
塩
塚　

保
）　

　

６
月
１８
日
、
浦
安
商
工
会

議
所
の
第
６４
回
通
常
議
員
総

会
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

内
田
市
長
、
小
林
市
議
会
議

長
を
含
む
約
６０
名
が
参
加
し

た
。

　

熊
川
会
頭
は
、
地
域
経
済

の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

を
述
べ
、
８
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
三
社
例
大
祭
が
浦
安

の
団
結
と
経
済
に
貢
献
し
た

こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、

商
工
会
青
年
部
に
新
た
な
女

性
会
員
が
加
わ
り
、
来
年
５

月
に
浦
安
市
で
関
東
商
工
会

議
所
女
性
大
会
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
発
表

し
、
女
性
会
員
の
活
躍
の
場

を
広
げ
た
い
意
向
を
示
し

た
。
最
後
に
「
今
後
も
会
員

の
た
め
の
浦
安
商
工
会
議
所

と
し
て
進
め
て
い
く
」
と
決

意
を
表
明
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
約
束
し
た
。

　

さ
ら
に
、
浦
安
市
の
産
業

や
活
動
に
尽
力
し
た
３
社
が

表
彰
さ
れ
た
。

　

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

（
役
員
表
彰
）：
株
式
会
社
セ

ブ
ン
サ
ー
ビ
ス
企
画
装
飾 

会
長 

山
村
和
子
氏

　

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

（
議
員
表
彰
）：
株
式
会
社
リ

エ
イ 

監
査
役 

山
澤
一
彦
氏

関
東
商
工
連
合
会
ベ
ス
ト
ア

ク
シ
ョ
ン
表
彰
：
株
式
会
社

ウ
ラ
タ 

代
表
取
締
役
社
長 

浦
田
一
哉
氏 

浦安三社例大祭浦安三社例大祭
８年ぶりに開催浦安っ子の心意気示す８年ぶりに開催浦安っ子の心意気示す

神輿の宮出しで、大歓声と拍手が溢れる感動の瞬間（清瀧神社）

豊
受
神
社
の
神
輿

清
瀧
神
社
の
神
輿

稲
荷
神
社
の
神
輿

神
輿
渡
御（
境
川
沿
い
）

浦
安
商
工
会
議
所
第

浦
安
商
工
会
議
所
第
６４６４
回回

通
常
議
員
総
会
が
開
催

通
常
議
員
総
会
が
開
催  



令和６年（２０２４年）7月１０日（水） （2）1２4号 市民の新聞　う　ら　や　す　情報　（季号発行）

　浦安三社例大祭が６月１４～１６日、開催さ
れた。青い夏空の下、神輿渡御（とぎょ）が行
われた。「マエダ　マエダ」という浦安独特の
掛け声が響き渡る。市民は浦安の原点ともいえ
る祭りを満喫した。印象に残る情景を写真特集
で紹介する。　　　　　　　　　　（塩塚　保）　　　 

▶
宵
宮
に
集
ま
っ
た
氏
子
た
ち
（
豊
受
神
社
）

▲祭り装束の女性たち

◀
宵
宮
の
神
輿

▲尾頭博行氏子総代長（稲荷神社）

▲地すり（当代島）

▶
楽
し
さ
と
安
全
を
両
立
す
る
祭
運
営

▲神輿をかつぐ女性たち

心待ちにしていた

浦安三社例大祭復活浦安三社例大祭復活
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▲お囃子（当代島）

▼振る舞い

▼内田市長（右）と大川団長

▶
ま
と
い
を
振
る
女
性
た
ち

▶
地
す
り（
浦
安
橋
高
架
下
）

▶�

宙
に
舞
う
神
輿�

（
清
瀧
神
社
前
）

◀
一
斉
に
神
輿
空
高
く

　

浦
安
Ｄ
－
ロ
ッ
ク
ス
（
以

下
、
浦
安
）
は
５
月
１８
、
２４

日
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
ラ

グ
ビ
ー
リ
ー
グ
ワ
ン
２
０
２

３
―
２
４
」
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

１
／
２
の
入
れ
替
え
戦
で
花

園
近
鉄
ラ
イ
ナ
ー
ズ（
以
下
、

花
園
）
と
激
突
。
第
１
戦
は

２１
対
１２
、
第
２
戦
は
３５
対
３０

で
２
戦
と
も
制
し
、
悲
願
の

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
昇
格
を
果

た
し
た
。

　

初
戦
、
浦
安
は
試
合
開
始

直
後
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
４

連
続
取
ら
れ
る
が
、
相
手
の

強
力
攻
撃
を
再
三
止
め
て
ゴ

ー
ル
を
死
守
。
先
制
ト
ラ
イ

は
奪
わ
れ
た
が
、
チ
ャ
ン
ス

を
逃
さ
ず
ト
ラ
イ
を
決
め
る
。

　

し
か
し
、
浦
安
は
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
も
多
く
な
り
、
逆
点

ト
ラ
イ
を
決
め
ら
れ
、
７
対

１２
で
前
半
を
折
り
返
す
。
後

半
は
同
点
の
ト
ラ
イ
に
成

功
。
そ
の
後
も
、
ト
ラ
イ
を

決
め
２１
対
１２
で
試
合
終
了
。

初
戦
を
勝
利
し
た
。

　

最
終
決
戦
の
第
２
戦
。
引

き
分
け
以
上
で
今
季
目
標
の

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
昇
格
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

前
半
早
々
、
相
手
に
ボ
ー

ル
を
奪
わ
れ
、
ト
ラ
イ
を
決

め
ら
れ
る
。
浦
安
も
反
撃
を

し
か
け
、
徐
々
に
点
数
を
重

ね
、
８
対
１３
と
花
園
５
点
リ

ー
ド
で
前
半
を
終
え
る
。

　

後
半
、
昇
格
の
た
め
に
は

引
き
分
け
以
上
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
攻
防
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
が
、
前
半
は
１１
対

２３
と
リ
ー
ド
を
許
す
。

　

し
か
し
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

ゴ
ー
ル
を
決
め
る
な
ど
次
第

に
優
位
と
な
り
、
２５
対
２３
と

今
試
合
初
の
リ
ー
ド
を
奪

う
。
そ
の
後
も
相
手
を
突
き

放
し
、３５
対
３０
で
試
合
終
了
。

昨
季
の
入
れ
替
え
戦
敗
北
の

雪
辱
を
果
た
し
た
。

　

ア
ッ
カ
ー
マ
ン
ヘ
ッ
ド
コ

ー
チ
は
「
今
回
の
勝
利
は
チ

ー
ム
全
体
の
勝
利
。
チ
ー
ム

が
出
し
て
く
れ
た
成
果
と
努

力
を
誇
り
に
思
う
」
と
う
れ

し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

東
海
大
浦
安
高
出
身
で
、

パ
リ
五
輪
男
子
柔
道
１
０
０

キ
ロ
級
代
表
の
ウ
ル
フ
・
ア

ロ
ン
選
手
ら
が
６
月
５
日
、

所
属
す
る
パ
ー
ク
２４
の
壮
行

質
問
に
対
し
、
ア
ロ
ン
選
手

は「
五
輪
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。

全
て
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

変
え
て
頑
張
る
。
必
ず
２
連

覇
す
る
」
と
本
番
に
向
け
て

の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

同
選
手
は
、
豊
富
な
ス
タ

ミ
ナ
と
パ
ワ
ー
を
生
か
し
た

豪
快
さ
が
持
ち
味
。
東
京
五

輪
で
は
、
男
子
１
０
０
キ
ロ

級
で
日
本
選
手
と
し
て
５
大

会
ぶ
り
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
、
日
本
中
を
沸
か
せ
た
。

　

柔
道
の
パ
リ
五
輪
は
、
７

月
２７
日
～
８
月
３
日
に
開
催

さ
れ
る
。
男
子
１
０
０
キ
ロ

級
で
は
前
人
未
到
の
連
覇
を

期
待
し
た
い
。

　

浦
安
市
を
拠
点
と
す
る
フ

ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
、
バ
ル
ド

ラ
ー
ル
浦
安
が
４
月
４
日
、

内
田
悦
嗣
市
長
を
訪
問
し
た
。

　

ラ
ス
・
ボ
ニ
ー
タ
ス
（
女

子
チ
ー
ム
）は
昨
シ
ー
ズ
ン
、

リ
ー
グ
戦
で
優
勝
し
、
４
連

覇
を
達
成
し
た
。
全
日
本
女

子
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会

で
も
準
優
勝
し
た
。

　

プ
リ
メ
ー
ロ
（
男
子
チ
ー

ム
）
は
Ｆ
リ
ー
グ
オ
ー
シ
ャ

ン
カ
ッ
プ
で
準
優
勝
し
た
。

　

女
子
チ
ー
ム
の
伊
藤
果
穂

選
手
は
「
昨
シ
ー
ズ
ン
の
リ

ー
グ
戦
は
無
敗
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
シ

ー
ズ
ン
も
優
勝
し
、
５
連
覇

を
目
指
し
ま
す
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
、「
フ
ッ
ト
サ
ル
は

一
瞬
た
り
と
も
眼
を
離
せ
な

い
。
会
場
に
来
て
、
満
員
で

応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
来

場
し
て
の
応
援
を
呼
び
か
け

た
。

　

内
田
市
長
は
来
シ
ー
ズ
ン

も
活
躍
す
る
よ
う
激
励
し
た
。

会
に
出
席
し
た
。

　

東
京
都
内
で
開
催

さ
れ
た
会
に
は
、
同

社
の
社
員
ら
も
駆
け

付
け
て
激
励
。
試
合

で
の
集
中
力
の
高
め

方
や
重
圧
と
の
向
き

合
い
方
に
つ
い
て
の

ウルフ・アロンウルフ・アロンさんさん

パリ五輪パリ五輪へのへの
意気込意気込みをみを語語るる

バルドラール浦安女子チーム

市長を訪問し

リーグ戦優勝を報告

浦安Ｄ－ロックス浦安Ｄ－ロックス
ディビジョン１をかけた入れ替え戦ディビジョン１をかけた入れ替え戦
２連勝し悲願の昇格を果たす２連勝し悲願の昇格を果たす

初
夏
の
晴
天
に
神
輿
が
舞
う

三三社社例例大大祭祭
ハハイイラライイトト

初
戦
・
後
半
７
分
に
同
点
ト
ラ
イ

に
成
功

第
２
戦
・
後
半
に
今
試
合
初
の

リ
ー
ド
を
奪
う

ウルフ・アロン選手
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お中元や、夏のごあいさつに

浦安市議会議員 西川よしずみ

E-Mail: urayasu7109@mbr.nifty.com　TEL・FAX:047-723-7109

西
川
よ
し
ず
み 

浦
安 

未
来
地
図

さ
い

　

 

か
わ

　

か
つ
て
は
陸
の
孤
島
と

呼
ば
れ
て
い
た
本
市
が
、

東
西
線
、
京
葉
線
の
開
業

で
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
た
こ
と
、
ま
た
最
近
で

は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
開
業
に
よ
り
、
流
山
、

柏
が
急
速
な
発
展
を
遂
げ

て
い
る
よ
う
に
、
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
充
実
は
ま
ち
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
ま

す
。
２
０
３
０
年
代
半
ば

に
は
、
有
楽
町
線
が
豊
洲

か
ら
東
陽
町
を
経
由
し
、

住
吉
駅
ま
で
延
伸
さ
れ
、

東
西
線
の
利
便
性
も
向

上
。
先
日
は
南
砂
町
駅
で

混
雑
緩
和
に
向
け
た
大
規

模
な
線
路
切
替
工
事
も
行

わ
れ
ま
し
た
。引
き
続
き
、

東
西
線
の
混
雑
緩
和
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
京
葉

線
・
り
ん
か
い
線
相
互
乗

り
入
れ
、
羽
田
ア
ク
セ
ス

線
の
実
現
に
向
け
、
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。一
方
、

市
内
で
は
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
お
さ
ん
ぽ

バ
ス
の
路
線
の
再
編
や
、

循
環
バ
ス
導
入
の
検
討
な

ど
、
こ
の
間
提
案
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

新
た
な
拠
点
整
備

　

現
在
、
市
内
３
駅
周
辺

で
は
新
た
な
拠
点
整
備
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
浦

安
駅
周
辺
で
は
、
バ
ス
停

の
集
約
化
を
主
と
し
た
整

備
。新
浦
安
駅
周
辺
で
は
、

２
０
２
６
年
３
月
に
現
事

業
者
に
よ
る
運
営
が
終
了

す
る
駅
前
プ
ラ
ザ
「
マ
ー

レ
」
の
今
後
の
あ
り
方
検

討
と
北
口
バ
ス
ベ
イ
整

備
、
ま
た
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
の
あ
り
方
検
証
。
舞
浜

駅
周
辺
で
は
、
来
訪
者
と

住
民
双
方
の
玄
関
口
と
し

て
の
機
能
検
証
と
生
活
利

便
施
設
等
の
整
備
。
い
ず

れ
も
よ
り
良
い
事
業
と
な

る
よ
う
調
査
研
究
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
へ

　

本
市
は
住
宅
開
発
も
一

段
落
し
、
今
、
ま
ち
と
し

て
は
成
熟
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

次
な
る
発
展
に
ど
う
繋
げ

て
い
く
か
、
現
在
あ
る
課

題
解
決
と
あ
わ
せ
、
あ
ら

た
な
ま
ち
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
時
期
に
。
引
き
続

き
、
民
間
活
力
を
活
か
し

な
が
ら
、
よ
り
魅
力
的
な

浦ま

安ち

と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

交通インフラの充実と
3駅周辺の環境整備

西
川
よ
し
ず
み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://saikawa.cocolog-nifty.com/
Twitter

、Facebook

で
日
々
活

動
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

第
２６
回
浦
安
市
民
ま
つ
り

が
４
月
２７
、
２８
の
両
日
、
浦

安
公
園
や
境
川
な
ど
で
行
わ

れ
た
。

　

２８
日
は
家
族
連
れ
や
若
者

た
ち
が
会
場
に
集
ま
っ
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
よ
さ
こ

い
や
ダ
ン
ス
、
演
奏
な
ど
が

披
露
さ
れ
た
。
よ
さ
こ
い
の

大
旗
が
青
空
に
舞
う
。
内
田

悦
嗣
市
長
も
大
旗
を
振
っ
て

盛
り
上
げ
た
。

　

会
場
に
は
飲
み
物
や
串
焼

き
、
鉄
板
焼
き
な
ど
の
出
店

が
並
び
、
市
民
ら
は
椅
子
に

腰
か
け
、
食
事
を
楽
し
ん
で

い
た
。
ま
た
、
境
川
で
は
乗

船
体
験
が
行
わ
れ
た
。
伝
馬

船
や
カ
ヌ
ー
な
ど
に
乗
っ
て

川
面
を
移
動
し
た
。

　

若
い
父
親
は
「
境
川
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
た
。
い
い

企
画
で
す
ね
」
と
笑
顔
。
幼

い
男
の
子
は
「
初
め
て
舟
に

乗
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
た
。

第
２６
回
浦
安
市
民
ま
つ
り

よ
さ
こい
の
大
旗
が
舞
う
境
川
で
乗
船
体
験

竜
　
崇
正　
り
ゅ
う
・
む
ね
ま
さ

浦
安
ふ
じ
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

＝
浦
安
市
富
士
見
２
―
１８
―
９
＝

　

日
本
で
は
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
推
奨

を
２
０
１
３
年
６
月
に
中
止

し
た
た
め
、こ
の
１0
年
で「
子

宮
頸
が
ん
」
は
急
増
し
、
年

間
１
万
２
千
人
が
罹
患
し
て

２
千
９
百
人
が
死
亡
し
た
。

　

問
題
な
の
は
、
30
代
か
ら

40
代
の
若
年
者
に
多
い
と
い

う
点
で
あ
る
。
近
年
は
妊
娠

出
産
が
遅
く
な
り
、
妊
娠
を

機
に
子
宮
頸
が
ん
と
診
断
さ

れ
る
例
も
多
い
。
子
宝
に
恵

ま
れ
な
が
ら
、
が
ん
治
療
に

苦
し
む
方
も
多
い
の
で
あ

る
。
欧
米
で
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
で「
子
宮
頸
が
ん
」

は
稀
な
疾
患
に
な
っ
て
い

る
。
現
在
、
日
本
で
は
行
政

や
医
学
会
を
挙
げ
て
の
「
子

宮
頸
が
ん
撲
滅
対
策
」
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
千
葉
県
産
婦

人
科
医
学
会
、
千
葉
県
小
児

科
医
学
会
、
千
葉
県
保
険
医

協
会
が
、
子
宮
頸
が
ん
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
立
ち
上
が
っ

た
。千
葉
県
知
事
と
協
力
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
し
、

千
葉
県
内
の
全
て
の
高
校
に

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
ポ
ス
タ

ー
を
配
布
す
る
な
ど
、
啓
蒙

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
中
学
生
に
な
っ
た

ら
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
券
が
送
付
さ
れ
て
く
る
。

し
か
し
、
千
葉
県
で
は
、
特

に
小
学
６
年
か
ら
高
校
１
年

の
す
べ
て
の
女
生
徒
と
、
ま

だ
接
種
し
て
い
な
い
１７
才
か

ら
２７
才
ま
で
の
女
性
に
積
極

的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

９
月
ま
で
に
１
回
目
の
接

種
を
す
れ
ば
、
す
べ
て
公
費

で
、
す
な
わ
ち
０
円
で
３
回

の
接
種
を
完
了
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
推
奨
が
中
止
に
な
っ
た
の

は
、
疼
痛
な
ど
の
強
い
副
反

応
報
告
の
た
め
だ
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
通
常

の
注
射
に
伴
う
「
接
種
後
有

症
状
」
で
、
重
篤
な
障
害
で

は
な
い
と
、
証
明
さ
れ
た
。

接
種
後
に
疼
痛
が
出
現
し
て

も
、
早
期
の
適
切
な
疼
痛
対

策
を
行
え
ば
問
題
は
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
日
本
か

ら
子
宮
頸
が
ん
を
撲
滅
し
よ

う
。

竜の「診察ノート」Dr. 9３

千葉県一丸で子宮頸がんゼロを目指す。
９月までに１回接種し、公費で３回
完了して子宮頸がんを完全に予防しよう。

▶�

青
空
に
舞
う
よ
さ
こ
い

の
大
旗
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代
表
取
締
役
　
中
村
　行
雄

有
限
会
社 

大
滝
事
務
所

〒
２
７
９
―
０
０
０
１  

千
葉
県
浦
安
市
当
代
島
二
―
一
〇
―
四
五

電
　
話 

〇
四
七
（
三
五
一
）
六
二
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
（
三
五
四
）
三
〇
五
一

有
限
会
社 

千 

代 

田 

建 

設

代
表
取
締
役
社
長
　細 

井
　新
　一

〒
２
７
９
―
０
０
４
１

千
葉
県
浦
安
市
堀
江
６
―
１
０
―
３
０

電
　
話
０
４
７
―
３
５
２
―
３
０
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
―
３
５
０
―
４
８
５
５

暑中お見舞い申し上げます
長
野
印
刷 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

　長 

野 

朋 

樹

〒
２
７
９－

０
０
４
１

（
堀
江
フ
ラ
ワ
ー
通
り
）

フ
ェ
ア
シ
テ
ィ
浦
安 

１
Ｆ

浦
安
市
堀
江
３－

10－

28

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
７－

３
５
１－

２
５
４
６

園
長

　大
島

　信
彦

税
理
士 

桐
生
孫
治
事
務
所
は
組
織
変
更
い
た
し
ま
し
た

税
理
士
法
人
　東
京
さ
く
ら
会
計
事
務
所

浦
安
事
務
所

浦
安
市
北
栄
一
―
三
―
五
八

電

　話（
三
五
二
）一
八
五
四

〒
二
七
九‐

〇
〇
〇
三
　
千
葉
県
浦
安
市
海
楽
一
丁
目
一二
番
五
号

　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
四
七‐

三
五
二‐

六
六
六
二

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
七‐

三
五
二‐

六
五
五
九

■
相
続
　
遺
言
等
　
不
動
産
登
記

■
会
社
設
立
　
役
員
変
更
等

■
家
事
審
判
申
告
書
の
作
成
　
■
関
連
事
項
に
つ
い
て
の
相
談

村
岡
規
夫
事
務
所

司
法
書
士

行
政
書
士

社
会
福
祉
法
人   

わ
か
み
や
福
祉
会

理
事
長
（
弁
護
士
）
　関
口
　徳
雄

弁
天
保
育
園
、入
船
北
保
育
園
（
浦
安
市
）

マ
リ
ヤ
保
育
園
、南
砂
第
二
保
育
園
、花
と

鳥
保
育
園
、か
が
や
き
保
育
園
（
東
京
都
）

法
人
本
部

　江
戸
川
区
船
堀
二
―
一
九
―
四

電

　
　話

　〇
三
（
三
六
八
八
）
六
六
四
五

白 

土 

歯 

科 

医 

院

院 

長 

　
　白
土 

俊
祐

浦
安
市
当
代
島
一

－

五

－

一

ラ
ッ
フ
ィ
ナ
ー
ト
２
Ｆ

電 

話

　（
三
一
六
）
四
六
一
八

代
表
取
締
役

　尾
頭
博
行

尾
頭
建
設
株
式
会
社

〒
２
７
９
―
０
０
１
１

千
葉
県
浦
安
市
当
代
島
１
―
26
―
21

☎
０
４
７
―
３
５
１
―
８
４
５
１

〒
２
７
９ｰ

０
０
２
２
　

千
葉
県
浦
安
市
今
川
２
丁
目
15
番
38
号
２
階

☎
０
４
７ｰ

３
５
１ｰ

８
５
９
８

petcare@
m
edicare-u.co.jp

獣
医
さ
ん
が
作
っ
た

ス
キ
ン
ケ
ア
＆
消
臭
泡
フ
ォ
ー
ムPETCARE

（
ペ
ッ
ト
ケ
ア
）の
総
販
売
店

有
限
会
社
メ
デ
ィ
ケ
ア
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
　田
所
　総

丸
正
商
事 

株
式
会
社

代
表
取
締
役

内 

田 

千 

尋

〒
二
七
九

－

〇
〇
〇
二

浦
安
市
北
栄
一

－
一
三

－

二
六

☎ 

〇
四
七
（
三
五
五
）
七
一
六
一

代
表
取
締
役

　長
野

　順
一

株
式
会
社

　長
福

土
木
工
事 

舗
装
工
事

〒
２
７
９
―
０
０
０
４

浦
安
市
猫
実
２
丁
目
20
番
45
号

☎
０
４
７
―
３
５
１
―
４
０
１
８

心
を
一
つ
に
　
ア
タ
ッ
ク
！
レ
シ
ー
ブ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
e 

S
e
r
v
e
‼

会
　長
　
　宮
坂

　奈
緒

幹
　事
　
　本
山
祐
紀
寛

会
　計
　
　西
川

　嘉
純

浦
安
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

株
式
会
社 w

ash-plus

代
表
取
締
役
　
高
梨
　健
太
郎

〒
２
７
９‒

０
０
０
４

浦
安
市
猫
実
一
丁
目
９
番
５
号    

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
４
７‒

３
５
２‒

３
９
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
４
７‒

３
５
２‒

３
９
８
７

offi
ce@

w
ash-plus.co.jp

ロ
ー
タ
リ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク

会

　長

　
　古
志

　智
宏

幹

　事

　
　隣
垣
内
政
身

フ
ィ
ジ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

公
益
社
団

法
　
　人

市
川
法
人
会

め
ざ
し
ま
す
企
業
の
繁
栄
と

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
へ
の
貢
献

〒
二
七
二
|
〇
〇
三
一 

市
川
市
平
田
二
|
一
三
|
一
　
安
川
ビ
ル
２
階

☎
〇
四
七（
三
二
二
）〇
〇
五
一
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
三
二
九
）一
〇
五
一

宇
田
川

　雄

　司

尾

　頭

　博

　行

浦
安
北
地
区
長

浦
安
南
地
区
長

院長　竜　崇正
〒２７９－００４３
千葉県浦安市富士見２－１８－９
ＴＥＬ　０４７－３５５－５３５３

医療法人社団 健勝会

浦安ふじみクリニック

浦
安
市
高
洲
三
―
一
一
―
二
八

電
話
（
三
五
三
）
〇
三
六
九

読
売
新
聞
・
新
浦
安
舞
浜
セ
ン
タ
ー

所
長

　玉
井

　
　薫

読
売
新
聞
・
新
浦
安
セ
ン
タ
ー
　

所
長

　酒
井

　良
衛

浦
安
市
北
栄
二
―
一
一
―
九

電
話
（
三
五
一
）
二
七
二
三

Ａ
Ｓ
Ａ
浦
安
店

朝
日
新
聞
・
日
経
新
聞
・
日
刊
ス
ポ
ー
ツ

毎
日
新
聞
・
産
経
新
聞

浦
安
市
今
川
一
―
十
三
―
十
五

パ
ー
ム
テ
ラ
ス
一
階

電
話
（
三
五
二
）
八
一
〇
〇

所
長

　渡
邊

　孝
和

浦
安
販
売
所

産
経
新
聞

毎
日
新
聞

浦
安
市
堀
江
六
―
一
―
二
四

電
話
（
三
五
一
）
四
五
七
五

所
長

　島
田

　昌
男

産
経
新
聞

浦
安
・
舞
浜
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

浦
安
市
堀
江
六
―
一
―
二
四

電
話
（
三
五
一
）
四
五
七
五

所
長

　島
田

　昌
男

Ａ
Ｓ
Ａ
浦
安
西
部
店

朝
日
新
聞・日
経
新
聞・日
刊
ス
ポ
ー
ツ・毎
日
新
聞

株
式
会
社

　イ
ワ
キ

浦
安
市
堀
江
六
―
五
―
十
六

電
話
（
三
五
三
）
七
七
七
三

令
和
６
年
盛
夏

暑
中
お
見
舞
い

　申
し
上
げ
ま
す
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子どもたちが楽しむ

　

２
０
１
８
年
に
旗
揚
げ

し
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
全
オ

ペ
ラ（
未
完
を
含
む
22
作
品
）

を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
と

い
う
、
と
て
つ
も
な
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
中
の
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン（
以
下
、Ｍ
Ｓ
Ｊ
）。

国
内
外
で
活
躍
す
る
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
を
得
意
と
す
る
歌
手

た
ち
が
集
い
、
オ
ペ
ラ
を
分

か
り
や
す
く
、
楽
し
く
、
高

水
準
で
お
届
け
し
、
全
国
各

地
で
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
『
コ
ジ

・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
』
に

続
き
、
今
回
は
『
フ
ィ
ガ
ロ

の
結
婚
』
が
上
演
さ
れ
る
。

国
内
外
で
主
演
を
重
ね
る
実

力
派
歌
手
と
、
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
選
ば
れ
た
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
歌
手
が
浦
安
で
大
暴
れ

！
字
幕
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

つ
い
て
い
る
の
で
、
オ
ペ
ラ

初
心
者
に
も
分
か
り
や
す

い
。
も
ち
ろ
ん
ツ
ウ
の
方
に

も
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
刺
激
的

な
舞
台
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
楽
し
む

声
の
競
演
に
乞
う
ご
期
待
！

◆
会
場
：
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
浦
安

音
楽
ホ
ー
ル
／
日
に
ち
：
２

０
２
４
年
８
月
16
日
（
金
）、

８
月
17
日
（
土
）
／
開
場
13

時
30
分
、
開
演
14
時
／
チ
ケ

ッ
ト
：
全
席
指
定
４
５
０
０

円
（
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員
価

格
４
３
０
０
円
※
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ

Ｍ
浦
安
音
楽
ホ
ー
ル
で
の
み

の
取
り
扱
い
）
／
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ

Ｍ
浦
安
音
楽
ホ
ー
ル
ま
た
は

Ｍ
Ｓ
Ｊ
専
用
予
約
サ
イ
ト
よ

り
予
約

　

浦
安
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
は
６
月
27
日
、
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
ベ
イ
で
２

０
２
４
年
度
通
常
総
会
を
開

催
。
田
原
満
会
長
が
「
浦
安

三
社
例
大
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
も
の
す
ご
い
熱
量
だ
っ

た
。
浦
安
の
底
力
、
こ
こ
に

あ
り
だ
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

内
田
悦
嗣
市
長
は
「
浦
安

の
魅
力
発
信
の
牽
引
役
と
な

り
、
国
際
会
議
の
誘
致
を
進

め
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

前
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
な
ど
が
承
認
さ
れ
、
今
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
教
育
旅
行
誘
致
や

浦
安
の
伝
統
的
な
観
光
産
業

で
あ
る
屋
形
船
や
釣
り
船
の

振
興
を
図
り
、
多
く
の
人
が

乗
船
体
験
で
き
る
よ
う
「
乗

合
屋
形
船
」
を
催
行
す
る
。

ま
た
、
８
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
浦
安
三
社
例
大
祭
の
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。

　

総
会
の
後
、
理
事
会
が
開

か
れ
、
新
会
長
に
黛
孝
夫
氏

が
選
出
さ
れ
た
＝
写
真
。

　

久
助
稲
荷
神
社
大
祭
が
５

月
2５
、
26
日
、
開
催
さ
れ
た
。

多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
に
ぎ

わ
っ
た
。

　

久
助
稲
荷
は
大
蓮
寺
山
門

脇
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
江

戸
時
代
、
大
蓮
寺
で
修
行
し

た
学
誉
上
人
が
芝
・
増
上
寺

の
大
僧
正
と
な
っ
た
。
あ
る

日
、
大
蓮
寺
の
寺
男
の
久
助

が
現
れ
、
学
誉
上
人
に
「
お

稲
荷
様
が
荒
れ
て
い
る
の
で

建
て
直
し
て
ほ
し
い
」
と
頼

み
、
神
社
が
復
興
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
久
助
は
す
で

に
亡
く
な
っ
て
お
り
「
お
稲

荷
様
の
化
身
だ
っ
た
の
で

は
」と
評
判
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

久
助
稲
荷
神
社
は
令
和
の

時
代
に
も
新
し
い
社
殿
が
完

成
し
た
。

　

大
祭
で
は
久
助
縁
日
や
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
楽

し
い
企
画
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
出
店
も
並

び
、
市
民
が
楽
し
ん

だ
。

　

大
蓮
寺
の
江
口
隆

定
住
職
は
「
久
助
稲

荷
神
社
は
地
元
に
根

付
き
、
参
詣
す
る
方

も
増
え
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

新会長に黛孝夫氏新会長に黛孝夫氏

浦安観光コンベンション浦安観光コンベンション
協会２０２４年度通常総会開催協会２０２４年度通常総会開催

久
助
稲
荷
神
社
大
祭

久
助
縁
日
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会

が
で
き
な
い
た
め
、「
公
示

送
達
」
と
い
う
方
法
を
取
り

ま
す
。
公
示
送
達
と
は
、
相

手
方
の
住
居
所
等
が
分
か
ら

な
い
場
合
に
、
訴
状
が
届
い

た
も
の
と
み
な
す
制
度
で

す
。
そ
し
て
、
公
示
送
達
の

方
法
で
手
続
き
を
行
う
た
め

に
は
、
相
手
方
の
所
在
が
不

明
で
あ
る
こ
と
を
裁
判
所
に

手
続
き
を
利
用
し
て
相
手
方

の
出
入
国
歴
を
調
査
す
る
こ

と
に
よ
り
、
相
手
方
が
現
在

日
本
に
い
る
の
か
、
少
な
く

と
も
日
本
に
は
い
な
い
の
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
以
上
の
よ
う
な
方
法
で

相
手
方
の
行
方
が
分
か
ら
な

い
こ
と
の
証
拠
を
作
り
、
そ

の
証
拠
と
と
も
に
裁
判
所
に

離
婚
訴
訟
を
提
起
し
ま
す
。

裁
判
所
が
、
相
手
方
の
所
在

が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
認
め

る
と
「
公
示
送
達
」
と
い
う

方
法
を
と
り
、
相
手
方
に
送

達
し
た
も
の
と
し
て
扱
い
ま

す
。
公
示
送
達
後
は
、
一
般

的
な
離
婚
裁
判
と
同
じ
で
す
。

　

外
国
人
配
偶
者
が
行
方
不

明
の
場
合
の
離
婚
手
続
き
は

一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
専
門
家
に
相
談
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

離
婚
訴
訟
を
提
起
す
る
場

合
、
訴
訟
書
類
を
被
告
で
あ

る
配
偶
者
に
送
達
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

配
偶
者
が
行
方
不
明
の
場
合

に
は
、
直
接
交
付
す
る
こ
と

　

こ
ん
に
ち
は
。
弁
護
士
の

矢
野
京
介
で
す
。
今
回
の
テ

ー
マ
は
、「
行
方
不
明
の
外

国
人
配
偶
者
と
の
離
婚
」
で

す
。

外
国
人
配
偶
者
と
離
婚
し
た

い
け
れ
ど
、
配
偶
者
が
自
国

に
帰
っ
た
ま
ま
戻
ら
ず
行
方

不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
ど

の
よ
う
に
離
婚
の
話
を
進
め

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、

協
議
や
調
停
を
通
じ
た
離
婚

の
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
の
で
、
日
本
国
内

で
離
婚
訴
訟
を
提
起
す
る
方

法
で
離
婚
を
成
立
さ
せ
る
こ

と
を
念
頭
に
お
き
、
手
続
き

を
進
め
ま
す
。

行
方
不
明
の
外
国
人

配
偶
者
と
の
離
婚

証
明
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
相
手
方
が
行
方
不
明
で

あ
る
こ
と
を
裁
判
所
に
証
明

す
る
手
段
と
し
て
は
、
把
握

し
て
い
る
相
手
方
の
住
所
に

郵
便
を
送
り
、
そ
れ
が
返
送

さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
、

相
手
方
が
所
在
不
明
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
ま
す
。ま
た
、

弁
護
士
が
23
条
照
会
と
い
う

弁
護
士
　
京
　
介

「
家
庭
の
法
学
」�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
空
家
、
円
安
、

未
来
を
見
据
え
た
行
動
を

　

こ
の
半
世
紀
を
振
り
返
る

と
、
時
代
と
社
会
の
変
化
は

凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
行

し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
い

つ
の
間
に
か
シ
ニ
ア
世
代
で

す
。
最
近
の
急
激
な
円
安
の

影
響
で
、
海
外
か
ら
日
本
を

訪
れ
る
観
光
客
は
物
価
の
安

さ
に
驚
い
て
い
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
５0
年
前
に
私
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
れ
た

際
、
感
じ
た
物
価
の
安
さ
と

同
じ
感
覚
で
す
。私
も
当
時
、

バ
リ
島
で
不
動
産
を
購
入
で

き
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
特
に
不
動
産
を
買

い
あ
さ
っ
て
い
る
の
は
隣
国

の
人
々
で
す
。
円
安
が
続
く

限
り
、
こ
の
傾
向
は
止
ま
ら

で
す
が
、
20
年
後
や
30
年
後

に
は
、
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
や

連
棟
式
建
物
の
建
て
替
え
問

題
が
浮
上
し
ま
す
。そ
の
際
、

外
国
人
所
有
者
と
連
絡
が
取

れ
る
状
態
を
維
持
で
き
て
い

れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
も
し

連
絡
が
取
れ
な
け
れ
ば
空
き

家
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に

半
世
紀
後
の
日
本
は
外
国
人

だ
ら
け
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
税

収
の
減
少
な
ど
の
問
題
も
発

生
す
る
で
し
ょ
う
。

　

政
府
は
こ
れ
ら
の
問
題
に

真
剣
に
取
り
組
み
、
立
法
措

置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
し
、
我
々
市
民
も
真
剣
に

考
え
行
動
す
る
時
期
が
来
て

い
る
で
し
ょ
う
。

　

時
空
を
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
な
ら
、
５0
年
後
の
日
本

を
見
て
み
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
未
来
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
行

動
を
取
る
か
で
、
未
来
の
日

本
の
姿
は
大
き
く
変
わ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
今
こ
そ
、
未

来
を
見
据
え
た
行
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
円
安
が
続
け
ば
、

日
本
の
中
小
企
業
は
倒
産
の

危
機
に
瀕
す
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
は
ま
だ
大
丈
夫

な
り
ま
す
。
現
行
の
法
律
で

は
、
建
て
替
え
に
は
所
有
者

の
５
分
の
４
の
賛
成
が
必
要

で
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
少
子
化

問
題
を
改
善
し
な
い
限
り
、

富
士
屋
商
事
社
長

志
田
　
健
司

日
本
国
の
未
来
は
（52）

気軽に楽しむ、オペラの世界気軽に楽しむ、オペラの世界
モーツァルト・シンガーズ・ジャパンがモーツァルト・シンガーズ・ジャパンが

「フィガロの結婚」を上演、チケット販売中「フィガロの結婚」を上演、チケット販売中
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家電
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お部屋から
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６
月
６
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
🄬

の
新
テ
ー
マ
ポ
ー
ト
「
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
」。

そ
の
エ
リ
ア
内
に
あ
る
パ
ー

ク
一
体
型
ホ
テ
ル
「
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ホ
テ

ル
」
は
、
魔
法
の
泉
や
そ
の

周
り
の
自
然
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
シ
ャ

ト
ー
」（
４
１
９
室
）
と
、

豪
華
な
内
装
を
施
し
た
「
グ

ラ
ン
ド
シ
ャ
ト
ー
」（
５６
室
）

の
２
つ
の
ホ
テ
ル
タ
イ
プ
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
の
世

界
観
を
表
し
た
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
の
ロ
ッ
ク
ワ
ー
ク
を
左

手
に
見
な
が
ら
進
む
と
、「
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
シ
ャ
ト
ー
」
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
あ
る
。
お

城
さ
な
が
ら
に
曲
線
を
描
く

階
段
を
登
っ
て
い
く
と
、
き

ら
き
ら
と
輝
く
藤
や
バ
ラ
の

花
で
装
飾
さ
れ
た
１
階
の

「
グ
ラ
ン
パ
ラ
デ
ィ
・
ラ
ウ

ン
ジ
」
を
一
望
で
き
る
。

　
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
シ
ャ
ト

ー
」
の
２
階
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら

外
に
出
れ
ば
、
美
女
と
野
獣

の
ロ
ッ
ク
ワ
ー
ク
を
中
心
と

し
た
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
だ
。
宿

泊
者
し
か
入
れ
な
い
庭
園
な

の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
。

　

客
室
は
、
壁
紙
に
バ
ン
ビ

の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
描
い
て
あ

っ
た
り
ベ
ッ
ド
の
ヘ
ッ
ド
ボ

ー
ド
に
「
塔
の
上
の
ラ
プ
ン

ツ
ェ
ル
」
に
登
場
す
る
カ
メ

レ
オ
ン
の
パ
ス
カ
ル
が
隠
れ

て
い
た
り
す
る
な
ど
、
遊
び

心
い
っ
ぱ
い
だ
。

　
「
グ
ラ
ン
ド
シ
ャ
ト
ー
」

の
客
室
は
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー

ム
と
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
を
合
わ

せ
て
70
㎡
と
い
う
広
々
と
し

た
空
間
だ
。
全
客
室
に
併
設

さ
れ
た
バ
ル
コ
ニ
ー
や
テ
ラ

ス
か
ら
は
、『
ア
ナ
と
雪
の

女
王
』
の
ア
レ
ン
デ
ー
ル
城

や
『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
』
の
ネ

バ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
「
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
」
の

風
景
が
一
望
で
き
る
。「
テ

ラ
ス
＆
ア
ル
コ
ー
ヴ
ル
ー

ム
」(

定
員
：
大
人
４
名
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ベ
ッ
ド
２
台
、

ト
ラ
ン
ド
ル
ベ
ッ
ド
、
ア
ル

コ
ー
ヴ
ベ
ッ
ド) 

は
、
１
泊

１
室
税
込
み
34
万
１
０
０
０

円
か
ら
。
客
室
料
金
に
は
、

パ
ー
ク
内
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
利
用
券
や
シ
ョ
ー
鑑
賞
券

が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
グ
ラ
ン
パ
ラ
デ
ィ
・
ラ
ウ
ン
ジ
」で
優
雅
な
ひ
と
と
き
を

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

（
Ｔ
Ｄ
Ｓ
）
は
６
月
６
日
、

映
画
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」、

「
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
」、「
塔

の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
新
エ
リ
ア

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
プ
リ
ン

グ
ス
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ま
た
、
併
設
さ
れ
る
「
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ホ
テ

ル
」
も
同
時
に
開
業
し
た
。

　

こ
の
新
エ
リ
ア
は
２
０
１

９
年
５
月
か
ら
約
５
年
間
の

工
事
を
経
て
完
成
し
、
総
投

資
額
は
約
３
，
２
０
０
億
円

に
上
る
。
Ｔ
Ｄ
Ｓ
開
業
以
来

最
大
の
総
開
発
面
積
約
１
４

０
，
０
０
０
㎡
を
誇
り
、
新

た
な
魅
力
と
し
て
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。　

　
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
プ
リ

ン
グ
ス
」
は
、「
ア
ナ
と
雪

の
女
王
」、「
塔
の
上
の
ラ
プ

ン
ツ
ェ
ル
」、「
ピ
ー
タ
ー
・

パ
ン
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
ラ

ン
ド
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

各
エ
リ
ア
に
は
映
画
の
世
界

観
を
再
現
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ス
ト
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

の
名
シ
ー
ン
を
実
際
に
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
掛
け

が
施
さ
れ
て
い
る
。特
に「
塔

の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
」
エ

リ
ア
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
の
ラ
ン
タ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
は
、

ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
映
画
の

名
シ
ー
ン
を
巡
る
体
験
が
で

き
る
と
い
い
、
ラ
プ
ン
ツ
ェ

ル
と
フ
リ
ン
・
ラ
イ
ダ
ー
が

仲
を
深
め
る
様
子
が
細
か
く

表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｄ
Ｓ
は
２
０
０
１
年
の

開
園
以
来
、
多
く
の
ゲ
ス
ト

を
魅
了
し
て
き
た
が
、
今
回

の
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
プ
リ

ン
グ
ス
」オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、

そ
の
魅
力
は
さ
ら
に
増
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
新

エ
リ
ア
の
開
発
に
は
最
新
の

技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
各
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
高
度
な
映
像
技
術
や
特
殊

効
果
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
ゲ
ス
ト
は
ま

る
で
映
画
の
中
に
い
る
か
の

よ
う
な
没
入
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
に
は
、（
株
）
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ラ
ン
ド
の
加
賀
見
俊
夫

取
締
役
会
議
長
、
髙
野
由
美

子
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
吉
田
謙

次
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
、
ウ
ォ
ル

ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
カ
ン
パ

ニ
ー
の
ボ
ブ
・
ア
イ
ガ
ー
Ｃ

Ｅ
Ｏ
、
ジ
ョ
シ
ュ
・
ダ
マ
ー

ロ 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス 

チ
ェ
ア
マ
ン

が
登
壇
し
、
ゲ
ス
ト
に
感
謝

の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
プ
リ
ン

グ
ス
」の
開
業
を
宣
言
し
た
。

髙
野
由
美
子
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
「
こ
の
瞬
間
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
誰
も

体
験
し
た
こ
と
が
な
い
新
し

い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界

が
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
を
歓
迎

す
る
」
と
力
を
込
め
た
。

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
プ
リ
ン

グ
ス
」
は
、
新
た
な
時
代
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
体
験
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
多
く
の
ゲ
ス
ト

に
感
動
と
驚
き
を
届
け
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
か

ら
も
Ｔ
Ｄ
Ｓ
は
、
そ
の
魅
力

を
さ
ら
に
深
め
、
世
界
中
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ホ
テ
ル
で

夢
の
世
界
を
満
喫

東東京京デディィズズニニーーシシーー、、新新エエリリアア
「「フファァンンタタジジーーススププリリンンググスス」」開開業業

産経新聞社提供

夢
を
か
た
ち
に

夢
を
か
た
ち
に

毎
田
潤
子

毎
田
潤
子

浦
安
市
議
会
議
員

浦
安
市
議
会
議
員

毎田潤子 議員
(facebook) https://www.facebook.com/profile.php?id=100006863416040
(毎田潤子ブログ) 〈まいだじゅんこ日記〉http://ameblo.jp/mai-junjun/

　

こ
ん
に
ち
は
、
毎
田
潤

子
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
『
保
護
司
』

と
い
う
仕
事
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？

　

保
護
司
は
、
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
た
ち
が
再
び

罪
を
犯
す
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
そ
の
立
ち
直
り
を

地
域
の
中
で
支
え
る
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

保
護
観
察
や
生
活
環
境

調
整
の
他
、
地
域
の
方
々

に
立
ち
直
り
に
つ
い
て
の

理
解
と
協
力
を
求
め
、
安

全
安
心
な
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
の
活
動
も
し

て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も

の
に
『
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
』
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
七
月
に
、
市
内
の

各
団
体
や
学
生
の
協
力
を

得
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
、
夏
休
み
期
間
に

は
市
内
の
中
学
生
を
対
象

に
『
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
』

を
開
催
。
昨
年
度
は
約
８

０
０
名
か
ら
の
作
品
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
も
三
年
前
に
保
護
司

に
任
命
さ
れ
、
現
在
も
数

名
の
対
象
者
の
方
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

一
筋
縄
で
い
か
な
い
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

保
護
観
察
が
あ
け
る
時
に

対
象
者
の
方
か
ら
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
た
時
は
、
保
護

司
を
や
っ
て
良
か
っ
た
な

と
思
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
年
の

五
月
に
大
津
市
で
、
保
護

司
が
保
護
観
察
中
の
対
象

者
に
殺
害
さ
れ
る
と
い

う
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

事
件
が
お
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
名
称
も
仕
事

内
容
も
あ
ま
り
世
間
に
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
保

護
司
』
が
こ
の
よ
う
な
形

で
注
目
さ
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
残
念
に
思
い
ま
す

し
、
今
後
全
国
的
に
、
保

護
司
を
取
り
巻
く
環
境
整

備
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安

全
安
心
な
社
会
の
実
現

は
、す
べ
て
の
人
の
願
い
。

　
『
社
会
を
明
る
く
す
る
』

た
め
の
活
動
に
、
ど
う
か

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
洲
１
丁
目
在
住
。

浦
安
市
議
会
議
員
三
期
目
・
浦
安

市
少
年
野
球
連
盟
会
長
・
浦
安
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
相
談
役
。
明

治
大
学
公
共
政
策
大
学
院
修
了

犯罪や非行のない、安全
安心な社会の実現のために
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令
和
５
年
度
に
浦
安
市
の

公
益
の
た
め
に
寄
付
し
た
企

業
、
団
体
、
個
人
ら
へ
の
感

謝
状
贈
呈
式
が
５
月
２９
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
た
。

　

内
田
悦
嗣
市
長
は
「
市
政

全
般
に
わ
た
っ
て
寄
付
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
が
幸
せ
を

実
感
で
き
る
市
政
の
た
め
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

浦
安
新
聞
組
合
は
「
す
べ

て
の
教
室
に
新
聞
を
」
と
し

て
市
内
の
小
・
中
学
校
に
新

聞
を
届
け
て
い
る
。

交
通
株
式
会
社
▽ 

ダ
イ
ニ
チ

グ
ル
ー
プ
▽ 

日
本
サ
ン
サ
イ

ク
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締

役 

東
浩
太
郎
氏
▽
生
活
協

同
組
合
コ
ー
プ
み
ら
い
▽ 

株

式
会
社
京
葉
銀
行 

▽ 

浦
安

鉄
筋
家
族 

浜
岡
賢
次
氏
▽ 

浦
安
鐵
鋼
団
地
協
同
組
合
Ｕ

―
ｉ
ｎ
ｇ
▽
清
水
鋼
鐵
株
式

会
社
▽ 

株
式
会
社
イ
ワ
キ
Ａ

Ｓ
Ａ
浦
安
西
部
▽ 

朝
日
新
聞

浦
安
▽ 

読
売
新
聞
新
浦
安

セ
ン
タ
ー
▽ 

読
売
新
聞
新
浦

安
舞
浜
セ
ン
タ
ー
▽ 

読
売
新

聞
浦
安
セ
ン
タ
ー
▽ 

産
経
・

毎
日
新
聞
浦
安
専
売
所

　

島
田
昌
男
組
合
長
は
「
子

ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て

も
新
聞
を
読
む
習
慣
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

　

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
の

は
以
下
の
通
り
。（
順
不
同
）

　

永
岡
康
志
氏
・
永
岡
さ
つ

き
氏
▽ 

明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
▽ 

株
式
会
社

昭
栄
美
術 

代
表
取
締
役 

小

林
大
輝
氏
▽ 

株
式
会
社
ノ
ジ

マ
▽ 

株
式
会
社
ワ
イ
ズ
マ
ー

ト 

代
表
取
締
役
社
長 

吉
野

秀
行
氏
▽ 

東
京
ベ
イ
シ
テ
ィ

　

令
和
６
年
春
巡
業
大
相
撲

浦
安
場
所
が
４
月
18
日
、
バ

ル
ド
ラ
ー
ル
浦
安
ア
リ
ー
ナ

で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
の
前
に
は
の
ぼ
り
旗

が
春
風
に
は
た
め
き
、
多
く

の
市
民
が
訪
れ
た
。
土
俵
で

は
力
士
が
ぶ
つ
か
り
合
う
公

開
稽
古
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
巡
業
な
ら
で
は
の

相
撲
甚
句
（
じ
ん
く
）
が
披

露
さ
れ
、
力
士
が
美
声
を
響

か
せ
た
。
大
相
撲
の
禁
じ
手

を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
紹
介
す
る

初
切
（
し
ょ
っ
き
り
）
で
は

会
場
に
笑
い
声
が
響
い
た
。

　

そ
し
て
横
綱
、
照
ノ
富
士

が
登
場
。
堂
々
た
る
横
綱
の

土
俵
入
り
を
披
露
し
た
。

　

最
大
の
見
ど
こ
ろ
、
取
組

が
始
ま
る
と
、
稽
古
で
鍛
え

上
げ
た
力
士
た
ち
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

　

女
性
フ
ァ
ン
は
「
生
の
取

組
は
迫
力
が
違
う
。
相
撲
甚

句
も
味
わ
い
深
く
、
印
象
に

残
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
た
。　

宮坂奈緖 議員

千
葉
県
議
会
・
宮
坂
奈
緖 

議
員
の
議
会
報
告

８
年
ぶ
り
の
三
社
例
大
祭

　

浦
安
三
社
例
大
祭
の
待

っ
て
ま
し
た
！
と
の
ポ
ス

タ
ー
を
拝
見
す
る
度
に
、

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
当
日

に
心
躍
ら
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
三
社
祭
も
あ

っ
と
言
う
間
の
３
日
間
が

過
ぎ
、
私
も
多
く
の
お
神

輿
を
担
が
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め

に
帰
省
す
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
久
し
ぶ
り
に
お

会
い
す
る
方
々
と
も
嬉
し

い
再
開
と
な
り
、
三
社
祭

と
い
う
伝
統
行
事
が
繋

ぐ
、
人
と
人
と
の
絆
を
実

感
し
た
３
日
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。
お
祭
り
が
終
わ

る
と
、
ま
た
次
の
４
年
後

に
向
け
て
関
係
者
の
皆
様

は
動
き
出
し
ま
す
。
こ
の

３
日
間
の
た
め
に
何
年
も

か
け
て
会
議
を
重
ね
、
安

全
対
策
等
の
様
々
な
調
整

を
行
っ
て
き
て
下
さ
っ
た

全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
４

年
後
を
楽
し
み
に
！

奉
仕
活
動
を
通
じ
た
地
域

貢
献

　

こ
の
７
月
よ
り
、
浦
安

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会

長
を
拝
命
し
て
お
り
ま

す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
奉
仕
の
精
神
の
も
と

献
血
の
呼
び
か
け
や
薬
物

乱
用
防
止
教
室
な
ど
、
地

域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て

い
る
団
体
で
す
。
当
ク
ラ

ブ
は
私
で
５３
代
目
の
会
長

と
な
り
、
歴
史
の
あ
る
ク

ラ
ブ
で
す
が
、
時
代
に
合

っ
た
奉
仕
活
動
を
展
開
す

る
べ
く
、
メ
ン
バ
ー
と
共

に
日
々
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
仲
間
も
募
集
中
で

す
。

災
害
時
の
助
け
合
い
へ

　

こ
の
よ
う
に
、
お
祭
り

や
地
域
活
動
を
通
じ
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
困
っ
た
と
き
に
【
お

た
が
い
さ
ま
】
と
助
け
合

う
こ
と
が
出
来
る
、
関
係

づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
更

に
は
、
災
害
時
の
共
助
が

ス
ム
ー
ズ
な
地
域
づ
く
り

と
な
り
、
そ
の
輪
が
広
が

り
防
災
力
の
強
化
に
結
び

つ
く
は
ず
で
す
。

おたがいさま～顔の見え
る関係づくり～

�
 

す
べ
て
の
人
に
優
し
い
千
葉
県
の
実
現
�

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

衆
議
院
議
員
秘
書
を
経
て
浦
安
市

議
会
議
員
３
期
12
年
。
自
由
民
主

党
千
葉
県
支
部
連
合
会
女
性
局
長
。

浦
安
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
。浦
安
市

華
道
協
会
。
平
成
31
年
４
月
の
千

葉
県
議
会
議
員
選
挙
に
て
当
選
、

現
在
２
期
目
。

北越パレット株式会社 〒272-0127 市川市塩浜3-14-1古紙塩浜事業所

047-397-3115

私達は北越コーポレーション㈱の
グループ会社です。
優れた再生紙生産技術を背景に、
最適、そして高度な古紙利用を推進し
循環型社会の形成に努めます。

古紙の古紙のリサイクルリサイクル
をいたしますをいたします

令
和
令
和
55
年
度
に
浦
安
公
益
の
た
め
に
寄
付

年
度
に
浦
安
公
益
の
た
め
に
寄
付

企
業
団
体
、
個
人
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式

企
業
団
体
、
個
人
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式

大相撲浦安場所初開催大相撲浦安場所初開催
土俵で力士が熱戦土俵で力士が熱戦

大
相
撲
浦
安
場
所
の
の
ぼ
り
旗

横綱土俵入り

総合ベストセラー　期間2024／3／1～3／31（有隣堂新浦安店）

順位 商品名 著者 出版社 価格

1 すし本 岡田大介 大和書房 1210

2 赤と青のガウン 彬子女王 ＰＨＰ研
究所 1320

3 次につながる対話力 木場弘子 ＳＤＰ 1760
4 よって件のごとし 宮 部 み ゆ き ＫＡＤＯＫＡＷＡ 1056
5 白鳥とコウモリ 上 東野圭吾 幻冬舎 880
6 クスノキの番人 東野圭吾 実業之日本社 990
7 白鳥とコウモリ 下 東野圭吾 幻冬舎 880

8 世界一簡単！ 70歳からの
スマホの使いこなし術 増田由紀 アスコム 1650

9 クスノキの女神 東野圭吾 実業之日本社 1980
10 豊臣仁義 井原忠政 双葉社 748

神
輿
が
市
内
を
練
り
歩
き
、

伝
統
の
祭
り
復
活
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
、
日
本
の

様
々
な
地
域
で
地
震
が
起
き

て
い
ま
す
。
元
日
の
能
登
半

島
地
震
で
被
災
し
た
地
域

は
、
い
ま
だ
に
復
興
の
見
通

し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
倒

壊
し
た
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、

食
料
や
水
の
確
保
も
ま
ま
な

ら
な
い
状
態
で
す
。

　
浦
安
市
は
、
例
大
祭
の
復

活
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
海
を

抱
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
、

地
震
に
対
す
る
防
災
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
る

必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

　
浦
安
市
民
に
と
っ
て
心
か

ら
楽
し
め
る
「
浦
安
三
社
例

大
祭
」
が
、
６
月
14
～
16
日

に
開
催
さ
れ
、
浦
安
市
内
は

市
民
だ
け
で
は
な
く
、
市
外

か
ら
の
見
物
客
も
交
え
て
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　
４
年
ご
と
の
祭
り
が
、
４

年
前
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ

れ
た
た
め
、
今
回
は
８
年
ぶ

り
の
開
催
で
し
た
。
清
瀧
神

社
、
豊
受
神
社
、
稲
荷
神
社

の
宮
神
輿
に
加
え
、
町
会
の

編
集
後
記
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